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要旨 
ケータイで使用できる多言語医療対話問診システムの開発をした。多言語医療対話問

診システムとは、日本語、中国語、ポルトガル語、タガログ語、韓国語、英語に対応し

ており、患者は母国語で問診が受けられる。ブラウザが利用できるケータイであれば、

患者は問診をいつでもどこでも受けることができる。多言語医療問診システムの開発に

ついて紹介し、その応用の可能性についても報告する。 
 

 
１．はじめに 
 現在の日本には、多様な母国語を持つ外国

人が生活し、その数は増加傾向にある。国際

化が進む日本では、さまざまなシチュエーシ

ョンで多言語によるコミュニケーションが必

要となっている。多言語情報システムの実例

として、例えば「災害用の多言語情報配信シ

ステム」は、ケータイによる多言語での情報

配信を図っている例がある 5-8)。医療分野でも、

「多言語医療受付支援システム」（京都市立

病院）9)がある。このシステムでは、受付の

タッチパネルを使用して患者が母国語で表示

された質問に答えると、情報が母国語で印刷

されるものである。 
 このように、災害や医療など命に関わる情

報配信をはじめ、日常の生活情報などさまざ

まな場所で情報格差をなくすために多言語に

対応した情報配信が必要とされている。 
 また、たとえば医療にモバイルを使った例

に、遠隔治療にケータイの TV 電話を使用す
る試み 10)や、Web 電子カルテ 11)、医療デー

タの遠隔モニタリングシステム 12)などの研

究がある。ケータイの特徴を生かし、電子メ

ールと Web アクセス機能を使用したメンタ
ルヘルスサポート 13)なども研究されている。

モバイル情報端末を利用して、医療をいつで

* 本研究は、モバイルシンポジウム 081), 日
本人間工学会東海支部 20082), JSiSE 学生研
究発表会 20093), モバイルシンポジウム 094)

において筆者が発表したものを含む。 
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(a)初期画面      (b)英語     (c)日本語     (d)中国語      (e)韓国語 
図 1 ケータイブラウザで動く多言語問診システム 

もどこでも実現することが求められている。 
ケータイを利用したサービスのメリットは、

端末の普及率が高く、いつでもどこでも誰で

も利用できること、特殊な機器を使わずとも

個々のユーザが使い慣れた端末でサービスが

受けられることなどがある。ユビキタス社会

において、ケータイを利用した多言語情報サ

ービスの需要は高いと考えられる。 
 本研究では、「ケータイ多言語医療問診シ

ステム」（図１）の開発とユーザインタフェー

スに関する調査について報告し、開発した多

言語対話システムの他分野への応用について

考察する。 
１．２ ケータイによる多言語情報システム 

 情報を他の言語に翻訳して正確に伝えるに

は、まず翻訳の正確さが重要である。しかし、

たとえば音声通話による自然言語の自動翻訳

を考えると、その構成要素である音声認識、

機械翻訳、音声合成のそれぞれの処理が大き

なメモリと CPU パワーを必要とするため、
ケータイ端末上のソフトウェアとして実現す

ることは容易ではなく 14)、実現したとしても

現状では誤訳の可能性が懸念される。 
また、ケータイ用システムを Java 等で開
発する場合に、現状では、「通信事業者依存」

や「機種依存」、JavaScript の「ブラウザの
性能依存」という問題があり、結果としてケ

ータイを活用した公共サービスが生まれにく

い現状である 15)。 

２. ケータイ多言語対話システム 

２．１ システムの概要 
開発した「ケータイ多言語医療問診システ

ム」は、ケータイからはWebアクセス機能の
みで実行できる文字情報システム（図１）で

あり、画像文字の利用により機種依存の問題

を回避し、テンプレート翻訳により誤訳を排

除したシステムである。日本語、中国語、ポ

ルトガル語、タガログ語、韓国語、英語など

に対応可能であり、在日外国人のそれぞれの

母国語で問診型の対話によって必要な情報の

やり取りができる 16,17)。 
２．２ システムのしくみと利用法 

「ケータイ多言語医療問診システム」（表１、

図２）では、ブラウザが利用できるケータイ

があれば、外国人患者がいつでもどこでも母

国語で問診を受けられる。問診は１問１答の

「対話型」で、ユーザの回答内容に応じて必

要な質問だけを効率よく問診できる。ユーザ

の回答はデータベースに保存され、医師は、

患者の回答履歴をパソコンから日本語で閲覧

できる。 
本システムは、独自のサーバーを運用し

PHP 言語を用いて構築した。表１のように、
各言語に予め翻訳しておく「テンプレート翻

訳」を用い、常に正しい翻訳が可能である。

データベース部（表１）はプログラム部と独

立であり、問診内容が比較的容易に編集でき

る。選択肢は、「はい」・「いいえ」の二択だけ
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でなく、多言語でさまざまな選択肢に対応し

ている。選択肢や質問文は、文字を画像化す

るプログラムを使って、通常のケータイでは

対応していない外国語文字でも表示可能とな

った。文字は、すべてサーバー側で画像化さ

れる。サーバー環境は多言語に対応させてお

く。まず、PHPファイルを格納するサーバー
と DBサーバーは、Unicodeでエンコードす
る環境に設定する。プログラム中すべてのエ

ンコードタイプは、Unicodeに設定する。次

に、画像変換を行うプログラムでは、フォン

ト指定が必要となる。言語ごとにフォントを

用意すれば、多言語の表示が可能である。今

回は、英語と日本語には「sazanami-gothic」、
中国語には「uming」、韓国語には「batang」
を使用した。 
ケータイによる閲覧は、ケータイのディス

プレイの幅に対して見やすい文字数で画像が

出力されるように工夫した。今回は、横１行

に 1 バイト文字（半角文字）を 24 文字、2

はい いいえ いいえ

はい はい

いいえ

はい いいえ

いいえ

(9)新たな薬を使用し

ていますか。

(1)発熱はあります

か。

(3)帰国した旅行者に発

熱はありますか。

(5)最近または現

在入院中ですか。

(2)最近海外に旅行しま

したか。

(6)最近尿道カ

テーテルを使用し

ましたか。

(7)最近治療しまし

たか。

(8)最近抗生物質

を使用しましたか。

(4)旅行から帰ってきて

どれくらいの期間で熱

が出始めましたか。

21日より前

21日より後

図 ２ 「発熱」の症状についての問診の例 17) 

表 1 多言語医療対話問診システムの問診内容データベース（一部） 
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患者 

回答を送信 

 
多言語問診 

DB 

 
 
 
問診 
システム 

 

個人カルテ 
DB 

回答を記録 

画像化した 
質問文を出力 

図３ 問診システム 

回答を送信 

次の質問を取得 

 
多言語問診 
データベース 日本の病院 

 
 
 
 
 
 
 
 
結果閲覧 
システム 

個人カルテ 
DB 

 

図４ 問診結果閲覧システム 

日本語の回答履歴 

回答履歴 

回答履歴 

回答履歴

の表 

患者 ID 患者 ID

バイト文字（全角文字）は１行 8文字に指定
した。縦方向の行数の制限はない。選択肢も、

質問文と同様に画像化され、「はい」・「いい

え」の他に、文章の選択肢も可能である。 
２．３ 問診内容の一例 

表 1・図２は、「発熱」についての問診内容
の一部 16)である。図２の質問文の前の括弧内

の番号は、質問文の番号ｉｄ（表 1）に該当
する。表１の、「japanese」から「korean」
までの列は、それぞれの言語の質問文 17)であ

る。「japanese_1」、「japanese_2」は、それ
ぞれ「日本語の選択肢１」「日本語の選択肢

2」である。同様に多言語で選択肢が格納さ
れている。 

５．多言語医療問診システムの特徴 

問診は１問１答の「対話型」で、ユーザの

回答内容に応じて必要な質問だけを効率よく

問診できる。ユーザの回答はデータベースに

保存され、ユーザの回答履歴をパソコンから

閲覧することが可能である。 
本システムは、独自のサーバーを運用し

PHP 言語を用いて構築した。表１のように、
各言語に予め翻訳しておく「テンプレート翻

訳」を用い、常に正しい翻訳が可能である。

データベース部（表 1）はプログラム部と分
割してあり、問診内容が比較的容易に編集で

きる。 
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図６ 「戻る」と「進む」のボタンとしてそれぞれ適切と答えられた記号の割合 

戻る 

進む 
 

 

  

   

 → 

 
←  

６．多言語対応システムのインタフェース 

６．１ 適切なアイコンの調査 

このような多言語対応のシステムのユーザ

インタフェースには、言語に依存しない表示

が好ましい。非言語であるアイコンやシンボ

ルをユーザインタフェースのボタンとして使

用したいと考え、どのような記号が適切か、

調査を行った。 
６．２ 調査方法 

今回、アンケートで「戻る」・「進む」のボ

タンとして適切な記号を調査した。まず、40
通りの記号を提示し、「戻る」「進む」のボタ

ンとして適切なものを選んでもらい、次に図

５に示す４通りの「戻る」「進む」の組み合わ

せについて分かりやすさを評価してもらった。 
対象は、19歳から 76歳まで（平均年齢は

48.98±18.28歳）の日本人 47人である。 
６．３ 調査結果 

 「戻る」と「進む」の記号として適切なも

のを、それぞれ 40 通りの記号群の中から選
んでもらった結果を図６に示す。また、多く

の人が「戻る」・「進む」の記号として適切だ

とした記号の組み合わせは、表２の通りであ

る。 

表２ 多くの人が戻る・進むボタンとして適切

だと選んだ組み合わせ（47人中） 

順位 組合せ 頻度（人） 

1  17 

2  5 

3  3 

 
さらに、この「戻る」「進む」の組み合わせ

の結果（表２）の上位２位までと、上位に入

っていない２組のシンボルの合計４つの組み

合わせ（図５）について、分かりやすさの評

価を行ってもらった。評価は「わかりやすい」

（50 点）～「わかりにくい」(-50 点)の連続
値とし、①～④（図５）の各評価を比較した

（図７）。 

     戻る  進む     戻る  進む 

 ①         ②   
 
 ③         ④ 

 

図５ 評価用の「戻る」「進む」の組合わせ 
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外国人留学生 
 ─   回答を送信  → 

     ←画像化した質問文 ─ 
(a)留学生側システム 

大学の事務員 
 ─ 学生の ID送信 → 

← 結果を日本語表  ─ 
(b)大学側システム 

図９ 多言語大学生活支援システムの構成 

シス

テム 

シス

テム 

在日外国人 
     ←  画像化した情報  ─ 

(a)災害情報配信システム 

 

情報提供者 
 
 ─ 情報を格納する → 

(b)情報格納システム 
 

図１０ 災害・防災情報提供システムの構成 

シス

テム 

シス

テム 

 

６．４ 調査結果についての考察 

②の記号の組み合わせ（図５）が最もわか

りやすいとの日本人ユーザの評価結果であっ

た（図７）。②の記号は複雑な形でもなく、携

帯電話の小さな画面に表示しても見やすいと

考えられる。また、今回の調査では、日本人

のみが対象者であったが、このような非言語

の記号を用いれば、外国人でも理解できるの

ではないかと考えられる。実際の例として、

世界で使われているブラウザの「戻る」・「進

む」ボタンも、②と同様の表示である（図８）。

調査結果を反映させて、患者側の問診システ

ムのユーザインタフェースは非言語の矢印ア

イコン（図５②）を使用して実現した（図１）。 
 
 
 
 
 
                  

（a）Internet Explorer  （b）Mozilla Firefox 

図８ ブラウザの「戻る」・「進む」ボタンの例 

７．応用の可能性 

今回開発した「ケータイ多言語医療問診シ

ステム」と同様の問診型対話システムを考え

ると、病院の医者と患者というシチュエーシ

ョンの他、外国人労働者のいる企業でのメン

タルヘルスのサポート、教育現場での留学生

の学校生活を支援するシステムなどに応用で

きると考えられる。また、災害時の情報発信

にも応用可能である 1-4)。 
図９は、大学の学生サポートをする部署が、

留学生の学生生活を支援するときにコミュニ

ケーションのサポートで使う例である。さま

ざまな手続きで手順を踏む際にその説明とし

て利用できる。図１０は、在日外国人に対し

て、災害や防災の情報を多言語で提供すると

きに使う例である。回答により、被災した後

のサポートや避難場所など必要な情報にたど

り着く仕組みである。 

-50

-30

-10

10

30

50

① ② ③ ④

p<0.0001 

p<0.0001 

p=0.0142 p<0.0001 

分
か
り
や
す
さ
 
（
ポ
イ
ン
ト
）

「戻る」「進む」の組合せ（図５参照） 

図７ 4つの組合せの分かりやすさの評価 
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８．今後の課題 

現状の「ケータイ多言語医療問診システム」

の仕様に関しては、問診内容の充実を図ると

ともに選択肢の数の増加にも対応したい。今

回、患者側のケータイシステムのユーザイン

タフェースについて検討したが、今後、サー

ビスを行う側（医師側）のシステムについて

も、質問内容のデータベース管理のインタフ

ェースについても分かりやすいものに変えて

いきたい 18)。パソコンからの質問と答えの履

歴を閲覧する際のインタフェースに関しても

考えていきたい。 

なお、このシステムは現状では、まだ実際

に医療として使用するまでのテンプレートの

充実ができていない。真のテンプレート翻訳

システムとなるよう、具体的な固有名詞や時

刻・時間などをブランクにした多言語の訳文

テンプレートを用意していく必要がある。 
その際、このシステムでは、余分な質問を

省けるというメリットがあるが、必要な質問

が適切に選ばれ、正確に機能するかどうか検

証する必要がある。このシステムを使用した

ときの実証実験を行い、医者が患者の病気を

正確に判断できるかどうか、また病気の発見

ができるかどうかという点や、医者と日本語

を話せない患者がこのシステムを使うことに

よって、どういったメリットを感じるかとい

ったことに注目したい。 

 

９．まとめ 

「ケータイ多言語医療問診システム」はモ

バイル（ケータイ）向けに開発することで、

より利用されやすいと考えられるシステムと

なったといえる。文字を自動で画像化するプ

ログラムを組み込むことで、現状では英数字

や日本語文字にしか対応していない日本のケ

ータイ上での多言語文字の表示を実現できた。

テンプレート翻訳の仕組みにより正しい翻訳

を実現することも可能になった。加えて、対

話型により余分な質問を省くことができる。 
今後、実用化までの課題を解決し、問診内

容の充実を図るとともに、同様のモバイル向

け多言語対話システムの他分野への応用につ

いても、引き続き検討していきたい。 
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